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大
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づ
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高
―
大
を
通
し
て
教
え
る
教
育
改
革
の
問
題

と
大
学
づ
く
り
の
課
題

光

本

滋

一

分
科
会
の
概
要

１

大
学
改
革
の
動
向

今
年
度
は
、
二
日
間
の
間
に
、
計
四
本
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
最
初
の

報
告
は
、
光
本
（
北
海
道
大
学
・
共
同
研
究
者
）
に
よ
る
、
大
学
改
革
の

動
向
に
関
す
る
批
判
的
検
討
で
あ
る
。
一
二
年
六
月
に
文
科
省
が
発
表
し

た
「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
は
、
文
科
省
が
改
革
方
針
を
計
画
化
し
、

基
盤
経
費
の
支
出
や
認
可
と
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
点
、
そ
れ
が
財

務
省
の
管
理
の
下
に
つ
く
ら
れ
た
点
で
、
「
国
家
戦
略
」
と
し
て
の
性
格

を
強
め
て
い
る
。
背
景
に
は
、
一
三
年
度
中
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
国
家
」
の

要
素
で
あ
る
道
州
制
の
導
入
に
目
途
を
つ
け
、
大
学
を
道
州
単
位
の
地
域

活
性
化
へ
の
貢
献
へ
向
け
て
再
編
し
よ
う
と
す
る
経
済
界
の
思
惑
が
あ

る
。
八
月
の
中
教
審
答
申
が
、
学
長
・
学
部
長
ら
管
理
職
に
よ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
を
打
ち
出
し
た
こ
と
も
、
大
学
教
育
を

国
家
戦
略
の
一
環
と
し
て
統
制
し
て
い
こ
う
と
い
う
政
策
の
一
環
で
あ

る
。報

告
に
関
連
し
て
、
「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
へ
の
対
応
の
状
況
が

議
論
さ
れ
た
。
国
立
大
学
の
教
育
（
教
員
養
成
）
・
工
・
医
の
各
学
部
と

関
連
施
設
は
、
文
科
省
に
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
」
と
称
す
る
文
書
を

提
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
学
部
等
の
使
命
、
役
割
、
強
み
、
課

題
な
ど
を
資
料
と
と
も
に
示
す
と
い
う
も
の
で
、
文
科
省
は
学
長
を
呼
び

つ
け
、
た
び
た
び
書
き
直
し
を
求
め
て
い
る
。
大
学
側
も
評
議
会
・
教
授

会
で
検
討
す
る
こ
と
な
く
、
学
長
・
学
部
長
と
担
当
理
事
ら
一
部
の
メ
ン

バ
ー
の
専
断
で
す
す
め
て
い
る
。
国
立
大
学
法
人
法
の
枠
組
み
す
ら
無
視

し
て
、
文
科
省
と
大
学
執
行
部
の
一
体
化
が
は
か
ら
れ
、
大
学
を
国
家
が

統
制
す
る
体
制
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

２

高
大
接
続
と
高
校
進
学
指
導

報
告
の
二
つ
目
は
、
福
士
直
尚
さ
ん
（
札
幌
稲
雲
高
校
）
の
「
高
校

に
お
け
る
進
学
指
導
」
で
あ
っ
た
。
近
年
、
高
校
統
廃
合
の
圧
力
を
背
景

に
、
普
通
科
高
校
の
「
特
色
」
や
進
学
実
績
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
て
い

る
。
八
四
年
に
開
校
し
た
稲
雲
高
校
で
も
、
四
年
前
か
ら
授
業
時
数
の
組
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み
換
え
、
早
朝
の
指
導
、
土
曜
日
の
講
習
、
宿
題
の
増
加
な
ど
を
は
か
り
、

進
学
実
績
向
上
を
目
標
と
し
た
教
科
指
導
が
全
面
的
に
展
開
し
て
い
る
。

希
望
進
路
別
の
ク
ラ
ス
編
成
が
行
わ
れ
る
二
年
生
後
期
以
降
は
、
学
校
行

事
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
毎
週
の
よ
う
に
業
者
テ
ス
ト
・
模
擬
試
験
が

行
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
体
制
の
下
で
初
め
て
の
卒
業
者
を
出
し
た
一
二
年
春
は
、

国
公
立
大
学
の
合
格
者
数
が
若
干
増
加
し
た
。
同
校
で
は
、
卒
業
後
に
明

確
な
進
路
意
識
を
も
っ
て
い
な
い
た
め
、
と
り
あ
え
ず
大
学
進
学
を
選
択

す
る
生
徒
が
多
い
。
卒
業
生
の
様
子
か
ら
、
進
学
に
重
点
を
置
い
た
指
導

は
、大
学
入
学
後
の
学
習
に
一
定
の
効
果
を
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

就
職
を
希
望
し
て
い
る
生
徒
に
と
っ
て
は
苦
痛
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。

大
学
や
企
業
関
係
者
の
話
を
聞
か
せ
学
問
や
研
究
開
発
へ
の
関
心
を
喚
起

す
る
、
道
外
の
大
学
に
も
目
を
向
け
さ
せ
る
な
ど
、
高
校
生
の
目
的
意
識

を
明
確
に
さ
せ
る
指
導
が
大
切
だ
と
福
士
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

質
疑
・
討
論
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
一
部
の

進
学
校
は
、
受
験
対
策
を
予
備
校
に
任
せ
、
親
の
経
済
基
盤
に
依
存
し
て

い
る
。
模
擬
試
験
を
通
じ
た
予
備
校
の
デ
ー
タ
集
積
・
分
析
が
高
度
に
進

み
、
高
校
の
進
学
指
導
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い
る
。
選
択
肢
か
ら
選
ぶ
こ

と
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
論
理
的
な
思
考
や
解
答
を
構
成
す
る
力
を
育
成
す

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
高
校
の
「
特
色
づ
く
り
」
が
高
校
生
の
学
習
の

幅
を
狭
く
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
進
学
や
就
職
の
実
績
を
上
げ
る
た

め
の
効
率
化
が
、
人
と
し
て
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
教
育
を
阻
ん
で

い
る
。

３

国
立
大
学
財
政
の
分
析

つ
づ
い
て
、
神
沼
公
三
郎
さ
ん
（
北
海
道
大
学
）
か
ら
、
大
学
財
政
に

関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
た
。
法
人
化
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
国
立
大
学
で

は
「
競
争
と
効
率
化
」
「
選
択
と
集
中
」
が
強
め
ら
れ
た
。
非
正
規
雇
用

職
員
も
増
加
し
、
い
ま
や
通
年
雇
用
の
職
員
の
三
〇
％
に
達
す
る
。
こ
う

し
た
人
減
ら
し
を
続
け
る
一
方
、
北
大
で
は
莫
大
な
目
的
積
立
金
を
蓄
積

し
て
き
た
。
そ
の
額
は
〇
九
年
度
ま
で
の
第
一
期
中
期
目
標
期
間
で
九
〇

億
円
に
も
上
り
、
建
物
の
整
備
を
中
心
に
使
わ
れ
た
。
国
立
大
学
法
人
の

財
政
の
し
く
み
は
わ
か
り
づ
ら
く
、
情
報
の
公
開
や
解
説
も
十
分
行
わ
れ

て
い
な
い
。
法
人
化
に
よ
っ
て
、
大
学
財
政
に
関
す
る
構
成
員
の
権
利
は

拡
大
し
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

報
告
に
続
く
討
論
で
は
、
一
二
年
度
、
国
家
公
務
員
に
準
じ
る
か
た

ち
で
強
要
さ
れ
た
国
立
大
学
法
人
教
職
員
の
賃
金
減
額
へ
の
対
応
が
、
大

学
間
で
異
な
っ
た
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
財
政
規
模
や
人
件
費
比
率
な

ど
を
反
映
し
た
結
果
で
あ
る
。
高
校
か
ら
の
参
加
者
か
ら
は
、
財
政
は
労

働
条
件
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
ら
の
権
利
を
守
る
た
め
に
勉
強
し

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
大
学
が
稼
ぐ
た
め
の
活
動
に
駆

り
立
て
ら
れ
変
貌
し
て
い
く
こ
と
が
教
育
全
体
に
否
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
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す
こ
と
も
共
通
認
識
と
な
っ
た
。

４

教
育
大
の
再
編
・
学
長
選
問
題

最
後
に
、
木
戸
口
正
宏
さ
ん
（
北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
）
が
、
教
育

大
の
再
編
・
学
長
選
問
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
教
育
大
は
、
前
学
長
の

下
で
組
織
を
再
編
し
、
教
員
養
成
課
程
を
札
幌
・
旭
川
・
釧
路
の
各
校
に

集
約
し
た
。
つ
づ
い
て
、
現
学
長
は
、
函
館
・
岩
見
沢
校
を
「
新
学
部
」

と
す
る
構
想
を
推
進
し
、
あ
わ
せ
て
、
教
員
養
成
課
程
の
再
々
編
に
も
着

手
し
た
。
し
か
し
、
教
員
養
成
課
程
の
再
編
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
準
備
が

困
難
で
あ
る
た
め
、
実
施
時
期
が
先
延
ば
し
さ
れ
た
。
「
新
学
部
」
構
想

の
方
は
、
文
科
省
が
難
色
を
示
し
て
お
り
、
「
大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」

の
登
場
に
よ
り
頓
挫
し
た
。
地
元
で
は
、
教
育
関
係
者
・
同
窓
会
に
よ
る

課
程
存
続
の
運
動
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

「
新
学
部
」
構
想
の
失
敗
は
、
教
員
人
事
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
学
長
は
、
外
部
へ
の
「
説
明
責
任
」
を
果
た
す
と
し
て
、
学
生
の
不

祥
事
を
き
っ
か
け
に
し
た
「
倫
理
・
人
権
」
の
授
業
の
必
修
化
、
道
教
委

の
要
請
を
受
け
た
「
い
じ
め
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
附
属
校
へ
の
教
員

ら
の
派
遣
）
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
学
内
の
評
判
は
悪
い
。

求
心
力
を
失
っ
た
現
学
長
は
、
一
一
年
の
学
長
選
の
意
向
投
票
で
対
立
候

補
に
大
差
で
敗
れ
た
も
の
の
、
選
考
会
議
に
よ
り
再
選
さ
れ
た
。
こ
の
決

定
や
選
考
プ
ロ
セ
ス
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
現
在
、
対
立
候

補
を
原
告
と
す
る
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
釧
路
校
で
は
、
短
期
で
転
出
す
る
教
員
が
多
く
、
学
生
に
不
安

を
与
え
て
い
る
と
い
う
。
裁
判
の
原
告
を
は
じ
め
、
同
校
に
は
ま
っ
と
う

な
大
学
運
営
を
行
う
た
め
に
努
力
し
て
い
る
教
員
が
少
な
く
な
い
。
そ
う

し
た
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
が
内
外
の
関
係
者
に
励
ま
し
に
な
る
に
違
い

な
い
。

二

来
年
度
の
課
題

教
育
問
題
の
多
く
は
、
大
学
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
な
け
れ
ば
根
本
的

な
解
決
が
難
し
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
関
係
者
が
一
同
に
会
し
て
議
論

す
る
機
会
が
十
分
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。
合
同
教
研
を
、
北
海
道
に
お

い
て
こ
う
し
た
議
論
を
行
う
場
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
今
年
度
、
高
校
進
路
指
導
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト

報
告
と
討
論
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。
ひ
き
つ
づ
き
、
高

校
の
学
習
・
進
路
指
導
の
実
態
、
大
学
入
試
の
影
響
、
高
大
接
続
の
課
題

な
ど
に
関
す
る
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。
大
学
改
革
や
政
策
動
向
に
関

す
る
分
析
も
、
高
校
ま
で
の
教
育
や
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
と
合
わ
せ
て
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
教
員
養
成
・
研
修
の
制
度
改
革
、
実
態
に
つ
い

て
も
同
様
の
視
点
か
ら
、
報
告
を
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。
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